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県
内
で
は
、
高
島
市
の
水

道
料
金
が
最
も
安
い
と
の

こ
と
。
一
方
、
配
水
管
は

６
３
０
㎞
、
ポ
ン
プ
場
な
ど

の
水
道
施
設
は
45
か
所
あ
る

が
、
給
水
人
口
は
約
５
万
人

と
、
給
水
人
口
あ
た
り
の
施

設
の
負
荷
は
、
県
内
で
も
大

き
い
方
で
あ
る
。
そ
れ
を
適

正
に
管
理
し
て
い
く
に
は
計

画
的
な
修
繕
が
必
要
と
な

り
、
相
当
の
経
費
も
必
要
と

な
る
。

 

７
月
の
広
報
た
か
し
ま

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や

っ
て
く
る
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
台
風
18
号
は
当
市
に

大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
の

た
め
、
議
会
も
努
力
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。  

　

そ
こ
で
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
に
わ
た
り
防
災
力
を

高
め
、
命
と
財
産
を
守
る
た

め
、
次
の
質
問
を
し
ま
す
。

 

市
地
域
防
災
計
画
の
評

価
・
達
成
状
況
は
。

 

政
策
部
長

　

災
害
に
強
い
基
盤
づ
く
り

と
し
て
、
全
て
の
学
校
施
設

の
耐
震
化
を
完
了
し
ま
し

た
。

　

災
害
に
強
い
体
制
づ
く
り

と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
の

整
備
や
、
災
害
拠
点
病
院
と

し
て
の
市
民
病
院
を
開
院

し
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
等

を
行
い
ま
し
た
。
備
蓄
品
の

確
保
も
計
画
的
に
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
強
い
人
づ

く
り
と
し
て
、
防
災
出
前
講

座
の
継
続
的
な
実
施
や
、
高

島
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
連
絡
協
議
会
と
の
協
働
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

職
員
の
災
害
研
修
が
行

わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
な
ぜ

か
。 

総
務
部
長

　

昨
年
度
か
ら
原
子
力
防
災

に
関
す
る
研
修
を
行
う
と
と

も
に
、
測
定
器
・
防
護
服
な

ど
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
研

修
を
し
て
い
ま
す
。

 

災
害
時
要
援
護
者
へ
の

対
応
は
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
を

利
用
す
る
な
ど
、
災
害
時
要

援
護
者
の
状
況
把
握
に
努

め
、
支
援
者
等
に
安
否
確

認
、
情
報
伝
達
、
避
難
誘
導

お
よ
び
救
出
活
動
の
支
援
を

依
頼
し
ま
す
。

 

①
幼
稚
園
・
保
育
園　

②
小
中
学
校
で
の
教
育
・
訓

練
状
況
は
。

 

健
康
福
祉
部
長

①
幼
稚
園
・
保
育
園
で
は
、

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
備

え
、
避
難
訓
練
お
よ
び
消

火
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

主
席
教
育
次
長

②
小
中
学
校
で
は
、
安
全
教

育
の
年
間
計
画
を
作
成

し
、
安
全
確
保
の
た
め
の

防
災
教
育
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
避
難
訓
練
も
随
時

行
い
、
自
主
的
な
避
難
行

動
が
と
れ
る
児
童
生
徒
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

 

自
主
防
災
組
織
へ
の
消

防
本
部
の
支
援
は
。

 

消
防
長

　

消
防
本
部
で
は
、
初
期
消

火
や
消
火
栓
の
取
扱
要
領
・

応
急
手
当
の
指
導
等
の
現
場

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
防
災

知
識
や
自
主
防
災
組
織
の
役

割
等
に
関
す
る
普
及
活
動
に

つ
い
て
は
、
総
合
防
災
局
が

担
当
し
て
い
ま
す
。

◆
市
民
協
働
に
つ
い
て

◆
市
職
員
の
交
通
事
故
に
つ

い
て

災
害
対
策
に
つ
い
て前

川　
　

勉　

議
員

に
よ
る
と
、
水
道
事
業
基
本

計
画
を
見
直
す
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
視
点
に
立

っ
て
見
直
し
す
る
の
か
。

 

上
下
水
道
部
長

　

近
年
の
給
水
人
口
の
減
少

等
に
伴
い
、
料
金
収
入
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
水
道
事
業

を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
大

変
厳
し
い
状
況
で
す
。
ま

た
、
緊
急
度
の
高
い
老
朽
施

設
の
更
新
や
、
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
し
た
水
道
施
設

の
耐
震
対
策
も
急
が
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
か
ら
、
水

道
事
業
の
社
会
的
使
命
で
あ

る
安
全
で
良
質
な
水
道
水
の

供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、

企
業
経
営
の
視
点
に
立
ち
な

が
ら
、
計
画
の
見
直
し
を
進

め
ま
す
。

 

現
在
の
水
道
料
金
に
対

す
る
市
の
見
解
は
。

 

現
在
は
、
給
水
原
価

が
供
給
単
価
を
上
回
る
大
変

厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
り
ま

す
。
今
の
料
金
で
は
、
施
設

維
持
管
理
費
は
も
と
よ
り
、

水
道
事
業
基
本
計
画
の
見
直

し
事
業
に
伴
う
財
源
確
保
も

厳
し
い
も
の
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

　
農
事
用
電
力
料
金
の
値
上

げ
に
つ
い
て

 

農
業
の
灌か
ん
が
い
よ
う

漑
用
ポ
ン
プ

に
使
う
電
気
料
金
が
、
約
３

割
値
上
げ
さ
れ
た
。
県
内
の

灌
漑
用
ポ
ン
プ
を
動
か
す
26

の
土
地
改
良
区
の
電
気
料
金

の
合
計
が
、
去
年
の
５
億
円

か
ら
、
今
年
は
７
億
円
に
上

が
る
見
込
み
と
な
り
、
県
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

は
、
国
や
県
に
対
し
て
財
政

支
援
の
要
望
を
重
ね
て
い
る

と
の
こ
と
。
こ
う
し
た
動
き

に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

 

産
業
経
済
部
長

　

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連

合
会
等
に
よ
る
支
援
要
請
を

受
け
、
国
に
お
い
て
は
、
揚

水
機
使
用
電
力
量
５
か
年
の

平
均
電
力
量
を
上
回
る
分
の

電
気
料
金
に
対
す
る
支
援
が

な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

市
も
県
同
様
、
今
定
例
会

に
補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し

た
。

上
水
道
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

早
川　

康
生　

議
員

高島市民病院　ヘリポート

 

日
中
夜
間
、
平
日
休
日

の
防
災
体
制
に
つ
い
て
、
市

職
員
の
役
割
は
決
ま
っ
て
い

る
の
か
。

 

政
策
部
長

　

参
集
場
所
お
よ
び
班
編

成
、
参
集
時
間
等
を
決
め
て

い
ま
す
。

　

災
害
対
策
本
部
付
け
職
員

は
市
役
所
、
地
区
本
部
付
け

職
員
は
各
支
所
・
振
興
室
、

各
所
属
出
先
機
関
は
、
そ
の

機
関
に
参
集
し
ま
す
。

 

非
常
食
の
備
蓄
量
と
保

管
場
所
は
。

 

災
害
へ
の
備
蓄
に
つ

い
て
は
、
避
難
者
想
定
数
約

１
万
５
０
０
人
を
基
準
と
し

て
、
最
低
1
日
程
度
の
食
糧

と
生
活
必
需
品
を
防
災
セ
ン

タ
ー
に
備
蓄
す
る
予
定
で
進

め
て
い
ま
す
。

　

非
常
食
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
度
末
現
在
、
２
万
５

千
４
５
４
食
、
81
％
の
備
蓄

率
で
す
。
ま
た
、
県
に
お
い

て
も
１
日
分
の
備
蓄
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

 

非
常
食
の
配
給
の
指
示

は
誰
が
行
う
の
か
。
ま
た
、

防
災
倉
庫
の
鍵
の
保
管
状
況

は
。 

防
災
監

　

被
害
範
囲
が
限
定
さ
れ
る

場
合
は
支
所
、
市
全
体
に
及

ぶ
場
合
は
災
害
対
策
本
部
が

配
給
を
指
示
し
ま
す
。
鍵
は

支
所
と
防
災
課
が
保
管
し
て

い
ま
す
。

 

地
域
防
災
に
適
し
た
地

区
単
位
と
は
。

 

基
本
的
に
は
、
自
治

会
レ
ベ
ル
と
考
え
ま
す
。

 

大
規
模
災
害
で
は
、
地

域
が
分
断
さ
れ
る
事
を
考
慮

し
、
備
蓄
の
分
散
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
。
市
民
そ
れ

ぞ
れ
が
備
蓄
を
進
め
る
方
が

現
実
的
。
非
常
食
１
日
分
を

セ
ッ
ト
に
し
て
、
共
同
購
入

を
進
め
る
方
が
安
く
て
安
心

で
き
る
と
い
う
市
民
か
ら
の

希
望
も
あ
る
が
ど
う
か
。

 

ご
意
見
を
参
考
に
し

て
、
最
善
の
方
法
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

高
島
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
で

経
済
の
活
性
化
を

 

高
島
市
に
は
日
本
の
原

点
と
も
い
え
る
歴
史
文
化
に

支
え
ら
れ
た
産
業
が
残
っ
て

い
る
。
高
島
に
住
む
各
産
業

の
達
人
を
高
島
マ
イ
ス
タ
ー

に
認
定
す
る
こ
と
で
子
ど
も

達
の
目
標
と
な
る
様
な
、
市

民
参
加
型
の
経
済
活
性
化
を

図
っ
て
み
て
は
。

 

産
業
経
済
部
長

　

熟
練
者
と
し
て
認
定
す
る

マ
イ
ス
タ
ー
制
度
は
、
全
国

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
技
術
伝
承
等
、
地
域
振

興
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
考

え
ま
す
。
し
か
し
、
一
方

で
、
次
世
代
の
育
成
等
の
役

割
を
担
う
こ
と
に
認
定
者
自

身
が
負
担
を
感
じ
ら
れ
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

制
度
の
制
定
に
あ
た
っ
て

は
、
様
々
な
角
度
か
ら
慎
重

に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

 
中
学
生
の
職
場
体
験
の

内
容
は
。

 

教
育
部
長

　

進
路
を
選
択
で
き
る
力

や
、
社
会
人
と
し
て
自
立
で

き
る
力
を
育
て
る
た
め
、

１
４
８
事
業
所
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
労
働
に
対
す
る
心

構
え
や
マ
ナ
ー
等
も
指
導
い

た
だ
け
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
に
備
え
、

地
域
防
災
の
充
実
を

山
内　

陽
子　

議
員

災害時用備品等が保管されている防災センター 


